
学校における道徳教育の全体計画の具体例（中学校）



学校における道徳教育の全体計画の具体例（中学校）


　校長の方針を踏まえ，道徳教育推進教師を中心に，全教師が協力して道徳教育を展開する。


・カリキュラム・マネジメントの充実


・校内研修の充実と活性化


・道徳用教材の整備・充実・活用


・道徳教育の情報提供や情報交換


・近隣校の道徳教育推進教師との連携





道徳教育の推進体制





○より高い目標を目指し，困難に屈しないでねばり強く最後までやり抜く強い意志をもつこと


○それぞれの個性や立場を尊重し，寛容な心や広い心をもつこと


○勤労の尊さを重んじ，奉仕の精神を進んで実践しようとすること


○かけがえのない自他の生命を尊重すること








第　３　学　年





○望ましい生活習慣を身に付け，安全で調和のある生活をすること


○礼儀の大切さを理解し，時と場に応じて適切に行動すること


○集団の意義についての理解を深め，協力し合って集団生活の向上に努めること


○かけがえのない自他の生命を尊重すること





第　１　学　年





○主体的に考え，判断し，実行し，自己の行為の結果に責任をもつこと


○温かい人間関係を築き，他の人々に対し思いやりの心をもつこと


○正義を重んじ，だれに対しても分け隔てなく接し，差別や偏見を許さないこと


○かけがえのない自他の生命を尊重すること








第　２　学　年





○共感的な生徒理解を図るとともに，生徒一人一人が目標をもって将来を展望し，自己実現を図ろうとする態度を養う。


○人権意識や感覚を高め，差別や偏見のない社会の実現に努め


ようとする態度の育成を図る。





学級経営・教育環境の整備








　生徒一人一人が，道徳的諸価値についての理解に基づき，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，人間としてよりよい生き方についての自覚を深めようとする授業を目指す。


・情報モラルや各教科等との関連を図った指導方法の工夫


・問題解決的な学習や体験的な活動など指導方法の工夫


・他の教師との協力的な指導や外部講師の活用


・一人一人のよさを伸ばし成長を促すための評価の充実





○自立心や自律性を高め，規律ある生活を送ろうとする態度を養う。


○規範意識を高め，主体的に社会の形成に参画しようとする態度を養う。


○生命を尊重する心や自分の弱さを克服して気高く生きようとする心を育む。








各 学 年 の 指 導 の 重 点





家庭・地域等との連携





　家庭や地域社会等との共通理解を深め，交流を密にし，協力体制を整える。





・年間計画に位置づけた道徳授業の公開


・保護者の授業参加や協力を得る工夫


・地域教材の開発や活用


・道徳通信の発行


・小学校や高等学校との連携





学級の信頼関係や温かい人間関係を基盤とした集団を育むとともに，道徳的実践意欲を高める環境づくりに努める。


・生徒と教師，生徒同士の心の交流


・教育相談活動の充実


・あいさつ運動の推進


・校内美化の推進


・図書館の整備と充実





道 徳 科 の 指 導 方 針





総合的な学習の時間





○横断的・総合的な学習を探究的な見方・考え方を働かせ行うことを通して，自己の生き方を考えようとする態度を養う。


○探究的な学習に主体的・協働的に取り組み，積極的に社会参画しようとする態度を養う。





生徒指導





日本国憲法


教育基本法


学校教育法


学習指導要領


地区教委の教育目標





豊かな体験





特  別  活  動


各　教　科





○学級活動：学級や学校の生活上の諸問題を見出し，自主的に取り上げ，協力して課題解決していく自発的，自治的な活動を通して，よりよい人間関係の形成や生活づくりに参加する態度を養う。


○生徒会活動：全校の生徒が学校におけるよりよい生活を築くために，異年齢の生徒同士で協力し，主体的に組織をつくり，役割分担や計画を立て，話し合い解決しようとする実践的態度の育成を図る。


○学校行事：職場体験活動やボランティア精神を養う活動などの社会体験や自然体験，高齢者や障害のある人々と触れ合う体験を通して，よりよい人間関係の形成や自立的態度を養う。





道　徳　教　育　の　重　点　目　標





学 校 の 教 育 目 標








○　自ら学ぶ意欲と豊かな創造力を育てる


○　広い心と豊かな情操を育てる


○　健全な心とたくましい身体を育てる





各　教　科





○国語：言語活動を通して，正確に理解し適切に表現しようとする資質・能力を養う。


○社会：社会的事象の意義や意味を多面的・多角的に考察し，主体的に解決しようとする態度を養う。


○数学：数学的活動の楽しさやよさを実感し，生活や学習に生かそうとする態度を養う。


○理科：自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。


○音楽：音楽活動の体験を通して，音楽を愛好する心情や感性を育み豊かな情操を培う。


○美術：表現及び鑑賞の活動を通して，美術を愛好する心情や感性を育み豊かな情操を培う。


○保体：生涯にわたって心身の健康の保持増進や豊かなスポーツライフを実現しようとする態度を養う。


○技家：生活と技術についての理解を深め，生活をより工夫しようとする実践的な態度を養う。


○外国語：外国語の背景にある文化への理解を深め，主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。





時代や社会の要請


生徒の実態


保護者や地域の願い


教師の願い





○豊かな体験活動を通して，道徳的実践を促し積極的に行おうとする態度を養う。


○模擬体験や追体験を取り入れた活動の充実を図る。











道徳教育の推進体制











第　３　学　年











第　１　学　年











第　２　学　年











学級経営・教育環境の整備




















各 学 年 の 指 導 の 重 点





家庭・地域等との連携

















道 徳 科 の 指 導 方 針





総合的な学習の時間











生徒指導





日本国憲法


教育基本法


学校教育法


学習指導要領


地区教委の教育目標





豊かな体験





特  別  活　動


各　教　科
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学 校 の 教 育 目 標











各　教　科
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